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板板橋橋ここどどもも動動物物園園ののポポニニーー

あけましておめでとうございます。
区民の皆様には、お健やかに初春をお迎えのこととお慶び

申し上げます。
昨年は、食料品や日用品、光熱水費など、生活に欠かせな

いあらゆる分野でさらなる価格の上昇が続き、区民の皆様の
生活に大きな影響を及ぼしました。
区議会では、物価高騰対策などの区から提出された様々な

補正予算に対し、積極的な審議などを通じて、区民の皆様の

想いを区に届けてまいりました。今後も、区民の皆様一人ひ
とりの生活に寄り添い、区政の諸課題の解決に全力で取り組
んでまいります。
さて、区は令和8年度を始期とする次期基本構想を策定し、

将来像として「未来をひらく緑と文化のかがやくまち“板
橋”」を掲げました。現在は、基本構想の実現に向けて策定
する基本計画の検討を進めています。基本計画は、今後の10
年間において取り組む施策の方向性を示す重要なものであり、
区議会としても慎重かつ丁寧な審査を継続して行ってまいり
ます。そして、多様化する区民ニーズに対応し、デジタル技
術の活用による区民生活の向上や子育て・高齢者支援、地域
福祉の充実など、区の将来像が実現されるよう、区政を後押
ししてまいりたいと考えております。
本年も、区議会に対する区民の皆様のご理解とご協力をお

願い申し上げますとともに、今年一年が良い年でありますよ
うお祈りし、新年のご挨拶といたします。

副議長
田中いさお

議長
田中しゅんすけ

令和7年第4回定例会（11月26日～12月12日）

●定例会では、区政の各分野における課題について、12名の議員が一般質問を行い、
区長などに報告や説明を求めました（要旨を6～8面に掲載）。

●区長提出議案30件を可決し、議員提出議案は1件を可決しました（詳細は2面に掲
載）。

●陳情は2件を採択、6件を不採択とし、その他は継続審査としました（詳細は2面
に掲載）。

○ホームページでは、本会議のインターネット生中継や録画配信がご覧いただけます。
○本会議や委員会の次第、配付資料はホームページに掲載しています。 板橋区議会 検索
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議案・陳情の審議結果 2

常任委員会レポート ３

「新春に抱負を語る」 ４～５

区政への一般質問（要旨） ６～８

議会トピックス ８

新 年 の ご 挨 拶



産業
経済費

福祉費

可決した意見書一般会計補正予算（第3号）
補正額 26億7，400万円

○キャッシュレス決済推進事業
3億8，440万円

物価高の影響を受けた生活者や事業者へ
の支援として、8年2月にいたばしPay
の利用者還元キャンペーンを実施するた
めの経費

○物価高対応子育て応援手当等支給経費
15億5，724万5千円

物価高の影響を受けた子育て世帯に対す
る支援として、0歳から高校3年生年代
までの児童を養育する父母などを対象に、
児童1人あたり2万円の「物価高対応子
育て応援手当」を支給するための経費

可
決
し
た
主
な
議
案

核兵器禁止条約第1回再検討会議へのオブザーバー参加を求める意見書（要旨）

現在、国際社会において、核保有国による核威嚇や核兵器使用への懸念が高まっ
ている。核使用の可能性が現実味を帯びる中、核兵器の非人道性に対する理解を広
めることは、唯一の戦争被爆国である日本が果たすべき重要な責務である。
これまでは、安全保障政策の中心に核抑止力を据えてきたが、核廃絶の理念とは
両立しがたいものである。唯一の戦争被爆国として、日本は核兵器廃絶に向けた国
際的議論に主体的に関与する姿勢が求められる。
とりわけ、2026年に開催される核兵器禁止条約第1回再検討会議へのオブザーバ

ー参加は、核廃絶に向けた日本の意思を示す重要な一歩となり、国際社会における
核兵器の非人道性の理解を広めるとともに、日本のリーダーシップを示し、平和国
家としての立場を一層強固なものとすることができる。
よって、板橋区議会は政府に対し、核兵器禁止条約第1回再検討会議へのオブザ
ーバー参加を求める。

令和7年12月12日

■議案・陳情に対する各会派の態度 ○＝賛成、×＝反対

件名
会派名など（かっこ内は所属議員数。自民党は議長を除く数）

結果自民党 公明党 民主
クラブ 共産党 日本

維新の会
いたばし
未来 参政党 無所属

議員
（１５） （１０） （６） （６） （２） （２） （１） （１）

区
長
提
出
議
案

予算 令和７年度一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

原案
可決条

例

個人番号及び特定個人情報の取扱いに関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
行政手続条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特別区税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
手数料条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立体育施設条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立図書館設置条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区長及び副区長の給料等に関する条例等の一部を改正する条例 〇 〇 〇 × × × 〇 〇
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
幼稚園教育職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

そ
の
他

区立企業活性化センターの指定管理者の指定の期間の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

可決

区立福祉園の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立障がい者福祉センターの指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立母子生活支援施設の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ときわ台駅北口仮自転車駐車場の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
小茂根図書館前自転車駐車場の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立八ケ岳荘の指定管理者の指定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
東板橋少年運動場人工芝化等改修工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
板橋公園再整備造園工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
四葉公園改修工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立志村小学校・志村第四中学校小中一貫型学校改築電気設備工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立志村小学校・志村第四中学校小中一貫型学校改築冷暖房換気設備工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立志村小学校・志村第四中学校小中一貫型学校改築給排水衛生ガス設備工事請負契約 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特定公園施設の買入れについて 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
区立志村小学校・志村第四中学校小中一貫型学校改築工事請負契約の一部変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提

出
議
案

意
見
書

核兵器禁止条約第１回再検討会議へのオブザーバー参加を求める意見書 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 原案
可決

陳
情

核兵器廃絶の促進を求める陳情 第２項 オブザーバー参加の件 × 〇 〇 〇 × 〇 × 〇
採択LD（学習障害）・読み書き困難のある児童生徒への支援充実を求める陳情（専門窓口設置

等の件） 第３項 特別支援コーディネーター周知の件 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

板橋駅西口駅前広場再整備計画の見直しを求める陳情 × × ×５
〇１ 〇 × 〇 × ×

不採択

核兵器廃絶の促進を求める陳情 第１項 署名・批准の件 × × 〇 〇 × 〇 × 〇
再審法改正の促進を求める意見書を国会に提出することを求める陳情 × × 〇 〇 × 〇 〇 〇
板橋区内の小・中・高・特別支援学校における「いじめ」をなくす取り組みに関する陳情 × × × × × × × ×
夜勤規則と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める意見書提出を求める陳情 × × 〇 〇 × 〇 × ×

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労働者の処遇改善につなげる
報酬１０％以上の引き上げを求める意見書提出を求める陳情 × × 〇 〇 × 〇 × ×

【令和７年第４回定例会で付託され継続審査となった陳情】板橋駅西口駅前広場再整備によるタクシー乗り場の設置場所移動に関する陳情／LD（学習障害）・読み書き困難のある児童生徒への支援充
実を求める陳情（助成制度導入の件）／LD（学習障害）・読み書き困難のある児童生徒への支援充実を求める陳情（専門窓口設置等の件） 第１項 受検体制整備の件 第２項 教員相談先整備の件

◆議案の内容や議員ごとの態度はホームページに掲載しています。
◆会議録は3月上旬にホームページや区議会事務局、図書館、
区政資料室で閲覧できます。

第4回定例会の
審議結果

【議員ごとの態度】

議案 請願・陳情

令和8年（２０２６年）１月１日（２）い た ば し 区 議 会 だ よ り第215号



今
定
例
会
で
は
、
議
案
17
件
と

陳
情
2
件
を
審
査
し
、
6
件
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
審
査

個
人
番
号
及
び
特
定
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
児
童
育
成

手
当
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の

医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
審
査
事

務
で
利
用
す
る
特
定
個
人
情
報
と

し
て
、
戸
籍
関
係
情
報
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持

っ
て
い
な
い
方
の
申
請
方
法
は
。

答
従
前
ど
お
り
戸
籍
謄
本
を
添

付
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

事
務
手
続
き
の
効
率
化
と
区
民

の
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
改
正

で
あ
る
た
め
賛
成
。
賛
成
だ
が
制

度
拡
充
に
伴
う
リ
ス
ク
を
し
っ
か

り
認
識
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

納
税
課
に
お
け
る
休
日
・
夜
間

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

8
年
4
月
か
ら
試
行
的
に
、
納
税

課
に
お
け
る
休
日
開
庁
対
応
を
廃

止
し
、
夜
間
開
庁
を
納
付
相
談
の

み
、
か
つ
事
前
予
約
制
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
報
告
を
受
け
る
も

の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
試
行
実
施
と
あ
る
が
、
完
全

に
移
行
す
る
ま
で
の
期
間
は
。

答
期
間
を
明
確
に
定
め
て
い
な

い
が
、
少
な
く
と
も
8
年
度
中
は

様
子
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
事
前
予
約
の
方
法
は
。

答
滞
納
者
の
状
況
や
経
緯
を
理

解
し
た
担
当
職
員
と
直
接
連
絡
を

取
り
な
が
ら
、
時
間
を
定
め
て
い

く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

今
定
例
会
で
は
、
議
案
2
件
を

審
査
し
、
3
件
の
報
告
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に
対
し
各
委
員

が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
審

査
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
東
板
橋
公
園

運
動
場
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の

で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
赤
塚
体
育
館
少
年
運
動
場
と

同
じ
使
用
料
に
し
た
理
由
は
。

答
運
動
場
の
大
き
さ
が
少
年
野

球
場
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
少
年
野
球

の
団
体
が
利
用
で
き
る
施
設
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
額
と
し
た
。

問
東
板
橋
公
園
運
動
場
の
利
用

率
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
土
日
は
、
9
割
以
上
の
利
用

率
で
あ
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

他
の
少
年
運
動
場
な
ど
と
比
較

し
、
料
金
設
定
は
適
切
な
範
囲
で

あ
り
賛
成
。
収
入
の
な
い
子
ど
も

が
多
く
利
用
す
る
施
設
で
使
用
料

を
徴
収
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て

反
対
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も

っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

旧
保
健
所
跡
地
複
合
施
設
整
備

構
想
・
整
備
計
画
の
検
討
状
況
に

つ
い
て
は
、
新
た
に
整
備
す
る
複

合
施
設
の
整
備
方
針
や
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
報

告
を
受
け
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
駐
車
場
の
整
備
や
利
用
に
つ

い
て
伺
う
。

答
施
設
を
借
り
て
公
演
な
ど
を

行
う
方
が
利
用
で
き
る
よ
う
整
備

す
る
予
定
で
あ
り
、
観
客
の
利
用

は
想
定
し
て
い
な
い
。

問
複
合
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、

区
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答
住
民
説
明
会
の
開
催
に
つ
い

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

個
人
番
号
及
び
特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
を
審
査

区
立
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

な
ど
を
審
査

企
画
総
務
委
員
会（
11
月
27
日
、12
月
1
日
、3
日
、12
日
）

区
民
環
境
委
員
会（
12
月
1
日
）

今
定
例
会
で
は
、
議
案
4
件
と

陳
情
3
件
を
審
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
案
件
に
対
し
各
委
員
が
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
審
査
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
福
祉
園
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
は
、
8
年
4
月
か

ら
の
5
年
間
に
お
け
る
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
同
じ
事
業
者
が
継
続
す
る
と

運
営
の
硬
直
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
対
応
策
は
。

答
硬
直
化
や
マ
ン
ネ
リ
化
が
な

い
よ
う
、
引
き
続
き
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
な
ど
を
通
し
て
、
運
営
状
況

を
確
認
し
て
い
く
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

運
営
の
安
定
性
が
見
込
め
る
た

め
賛
成
。
賛
成
だ
が
慣
れ
に
よ
る

悪
い
面
が
な
い
よ
う
、
区
が
し
っ

か
り
と
判
断
す
べ
き
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
議
案
審
査

区
立
母
子
生
活
支
援
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

8
年
4
月
か
ら
の
5
年
間
に
お
け

る
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
6
年
4
月
に
「
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ

の
視
点
を
持
っ
て
事
業
者
の
選
定

を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

答
困
難
を
抱
え
た
利
用
者
が
多

い
た
め
、
他
の
機
関
と
の
連
携
が

図
れ
る
か
な
ど
、
事
業
者
か
ら
の

提
案
に
基
づ
き
評
価
し
た
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

2
団
体
の
応
募
に
よ
る
競
争
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め
賛
成
。

賛
成
だ
が
選
定
に
係
る
採
点
集
計

表
の
選
定
項
目
を
精
査
す
べ
き
な

ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

区
立
福
祉
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

な
ど
を
審
査

健
康
福
祉
委
員
会（
12
月
1
日
）

今
定
例
会
で
は
、
議
案
3
件
と

陳
情
1
件
を
審
査
し
、
2
件
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
審
査

小
茂
根
図
書
館
前
自
転
車
駐
車

場
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
小
茂
根
図
書
館
前

自
転
車
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
を
受
け
、
8
年
1
月
20
日
か
ら

9
年
3
月
31
日
ま
で
、
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
自
転
車
駐
車
場
は
、
有
人
管

理
な
の
か
伺
う
。

答
指
定
管
理
者
は
常
駐
せ
ず
、

巡
回
に
よ
る
管
理
と
な
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

適
切
な
指
定
管
理
者
の
選
定
で

あ
る
た
め
賛
成
。
賛
成
だ
が
需
要

に
見
合
っ
た
自
転
車
駐
車
場
を
設

置
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

旧
中
央
図
書
館
跡
地
整
備
構
想

・
整
備
計
画
の
検
討
状
況
に
つ
い

て
は
、
常
盤
台
公
園
と
隣
接
す
る

立
地
を
生
か
し
、
魅
力
と
サ
ー
ビ

ス
・
機
能
向
上
を
図
る
観
点
か
ら

策
定
す
る
た
め
の
整
備
構
想
及
び

整
備
計
画
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
常
盤
台
公
園
と
一
体
的
に
活

用
す
る
と
の
方
針
で
あ
る
が
、
公

園
も
整
備
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
整
備
を
進
め
て
い
く
が
、
公
園

の
既
存
部
分
を
整
備
す
る
可
能
性

は
十
分
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
7
年
12
月
に
住
民
説
明
会
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
整
備

内
容
が
確
定
し
て
な
い
段
階
で
実

施
す
る
理
由
を
伺
う
。

答
7
年
2
月
の
議
会
報
告
後
の

進
捗
状
況
を
周
知
し
、
検
討
を
深

め
る
た
め
に
実
施
す
る
。

小
茂
根
図
書
館
前
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
な
ど
を
審
査

都
市
建
設
委
員
会（
11
月
27
日
、12
月
2
日
）

今
定
例
会
で
は
、
議
案
4
件
と

陳
情
2
件
を
審
査
し
、
4
件
の
報

告
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
案
件
に

対
し
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。
主
な
審
査
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

■
議
案
審
査

区
立
八
ケ
岳
荘
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
は
、
8
年
4
月

か
ら
の
5
年
間
に
お
け
る
指
定
管

理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
指
定
管
理
者
が
3
者
の
共
同

事
業
体
か
ら
単
独
に
変
更
と
な
る

が
、
運
営
面
で
改
善
さ
れ
る
点
は
。

答
食
事
の
内
容
や
提
供
時
間
に

つ
い
て
、
改
善
さ
れ
る
と
期
待
し

て
い
る
。

〈
意
見
表
明
・
表
決
〉

食
事
内
容
の
向
上
な
ど
高
い
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
が
認
め
ら
れ
る
た

め
賛
成
。
賛
成
だ
が
利
用
者
の
声

に
向
き
合
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
対
応
す
べ
き
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

表
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

■
報
告
事
項

「（
仮
称
）い
た
ば
し
子
ど
も
・

若
者
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
２
０

３
０
」（
素
案
）に
つ
い
て
は
、
現

行
計
画
が
7
年
度
で
期
間
満
了
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
計
画
名
称
を

変
更
し
た
う
え
で
新
た
に
策
定
さ

れ
る
次
期
計
画
の
素
案
に
つ
い
て
、

報
告
を
受
け
る
も
の
で
す
。

〈
主
な
質
疑
〉

問
少
子
化
対
策
と
し
て
、
不
妊

治
療
に
対
す
る
支
援
強
化
が
必
要

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
国
や
都
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
区
と
し
て
必
要
な
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

問
子
ど
も
や
若
者
・
子
育
て
世

代
の
区
政
参
加
を
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
伺
う
。

答
子
ど
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

発
展
さ
せ
る
な
ど
、
声
を
聴
く
仕

組
み
に
つ
い
て
、
今
後
も
検
討
を

進
め
て
い
く
。

区
立
八
ケ
岳
荘
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

な
ど
を
審
査

文
教
児
童
委
員
会（
11
月
27
日
、12
月
2
日
）

◆区議会で取り扱う事項は件数が多く、内容も広い分野にわたることから、専門
的・効率的に審査や調査を行うため、分野ごとに常任委員会を設けています。
◆第4回定例会で各委員会に付託された議案や陳情について、審査した内容など
の一部を紹介します。

常任委員会レポート
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第215号（４）い た ば し 区 議 会 だ よ り（５）令和8年（２０２６年）１月１日

板 橋 区 議 会
公 明 党

板 橋 区 議 会
自由民主党議員団

新年あけましておめでとうございます。
本年は昭和元年から100周年の節目

あふ
となります。希望と笑顔が溢れる1年
となりますよう心から願っております。
現在、物価高騰や少子高齢化など、

課題は山積し、未だに物価高騰による
家計への負担増は続いており、対策は
急務と考えます。
「大衆とともに」の立党精神を胸に、

区議団一丸となって目の前のお一人を
大切に、誰もが幸福を実感できる持続
可能な板橋をめざし、全力で取り組ん
でまいります。
本年もよろしくお願いいたします。

立党精神「大衆とともに」
幸福を実感できる社会をめざして!

謹んで新年のお慶びを申し上げます。
「十年一昔」という言葉があります
が本年は、板橋区基本構想2035による
新しい板橋区政がスタートします。近
年テクノロジーが発達し、社会変革の
スピードは加速するばかりで、もはや
“現状維持は後退”を意味します。我々
自由民主党議員団は、組織の対応力を
高め、既定路線に捉われることなく常
に前進・挑戦の姿勢で区民生活の価値
向上に全力で対応して参ります。
新しい年が、区民の皆様にとりまし
て、成長と幸福に満ちた一年となりま
すようご祈念申し上げます。

時代の変化に対応し
成長と幸福に満ちた年に！

副
幹
事
長

幹
事
長

副
幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長

しば 佳代子田中 いさおいしだ 圭一郎成島 ゆかり佐々木 としたか内田 けんいちろう間中 りんぺい元山 芳行

山田 たかゆき田中 しゅんすけ長瀬 達也田中 やすのり大野 治彦川口 雅敏
実正 やすゆきいがらし 学わたなべ 一美寺田 ひろしさかまき 常行鈴木 こうすけ

日 本 維 新 の 会
板橋区議会議員団

い た ば し
未 来 会 議ひはら みちこ近藤 タカヒロ木田 おりべ一島 ひろし横川 たかゆき中村 とらあき

新年おめでとう
ございます。区民
の皆さまに豊かさ
と安心を感じてい
ただける1年とな
るよう、お声を区
政に届けてまいり
ます。ぜひご意見
をお寄せください。

新年明けまして
おめでとうございます日 本 共 産 党

板橋区議会議員団
民 主 ク ラ ブ
（立憲民主党・社会民主党） 日々の子育てや生活で

感じるモヤモヤは、地方
政治で変えられる。
赤ちゃんから高齢者、

国籍や障がいの有無を超
えて、共生できる地域社
会の実現をめざしていき
ます。

私たちは、子育て当事
者2人で組んだ会派です。
一人ひとりの声を政策に
反映し、区政を身近に。
定例会毎に、インスタラ
イブを開催するので、ぜ
ひ、ご覧ください♪今年
もよろしくお願いします。

幹
事
長

小野 ゆりこ

副
幹
事
長

幹
事
長

副
幹
事
長

幹
事
長 参 政 党井上 温子

新年おめでとう
ございます。区政
と国政を繋ぐ架け
橋として、様々な
問題を皆様と共に
学び、一緒に声を
上げていきます。
今後とも気軽に

お声がけください。

荒川 なお小林 おとみいわい 桐子五十嵐 やす子おばた 健太郎おなだか 勝 副
幹
事
長

大野 ゆか 坂田 れい子

小柳 しげる石川 すみえ山内 えり岩永 きりんくまだ 智子中妻 じょうた

平和を希求し、
物価高騰から区民を守る区政を

本年もよろしくお願いいたします。
「非核三原則を堅持し、核兵器の廃
絶を全世界に訴え、平和都市となるこ
とを宣言」した板橋区平和都市宣言の
41年目のスタートです。50周年に向け
て、みなさんと軍事拡大ではなく、平
和への願いをつないでいきます。
一方で、物価高騰の収束を見ること

なく、政治による実効的な支援もない
まま、新しい年を迎えました。貯め込
んだ1，431億円の基金を今こそ区民の
苦難軽減のために使うべきです。大型
開発・基金貯め込み優先の区政を、暮
らし優先の区政へ転換させるため、本
年も全力を尽くします。

物価高から、
あなたを守り抜く区政を今こそ！

新年あけましておめでとうございま
す。皆さまには日頃より温かいご理解
とご協力を賜り、心より感謝申し上げ
ます。社会情勢が大きく揺れ動く中、
今こそ区民一人ひとりの生活を第一に
考えた区政が求められております。物
価高対策をさらに推し進め、安心して
生活できる地域づくりを進めてまいり

ます。また、格差のない平和社会をめ
ざし、働く人や弱い立場に置かれた
方々を支える施策を一層強化いたしま
す。引き続き、現場の声に耳を傾け、
区民の皆さまと同じ目線で区政に取り
組んでまいります。本年もどうぞよろ
しくお願いいたします。

無
所
属
議
員

新年おめでとう
ございます。
その人らしい暮

らしが出来る介護
・障がい者施策の
実施をはじめ、皆
様のお声を区政に
つなげてまいりま
す。

新年おめでとう
ございます。
子どもたち誰も

が前向きに生きら
れる社会をめざし
て頑張ってまいり
ます。
今年もよろしく

お願いします。 しいな ひろみ大森 大



◆
質
問
と
答
弁
は
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
一
般
質
問
の
全
文
（
会
議
録
）
は
、
3
月
上
旬
に

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
2
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
各
議
員
が
一
般
質
問
を
し
て
い
る
動
画

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

共
同
親
権
制
度
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
8
年
4
月
か
ら
共
同

親
権
制
度
が
施
行
さ
れ
る
が
、
区

民
へ
の
情
報
提
供
の
現
状
を
伺
う
。

【
区

長
】
国
は
動
画
な
ど
を
作

成
し
、
周
知
・
広
報
に
努
め
て
い

る
。
区
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い

て
、
そ
れ
ら
を
掲
載
す
る
な
ど
、

制
度
の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

子
ど
も
・
若
者
支
援
を
問
う

【
質

問
】
児
童
虐
待
の
未
然
防

止
の
た
め
、
民
間
の
支
援
団
体
と

定
期
的
に
交
流
し
、
連
携
を
深
め

る
場
を
設
け
る
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
は
、
民
間
の
支

援
団
体
な
ど
と
の
連
携
も
強
化
し

て
い
く
た
め
、
定
期
的
な
交
流
を

含
め
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
負
担
軽
減
へ

の
対
応
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

抱
え
る
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー
ク
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

【
区

長
】
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
調
査
な
ど
で
、
シ
ャ
ド
ウ
ワ
ー

ク
を
含
む
業
務
負
担
の
状
況
把
握

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
ひ
と
り
親
支
援

の
抜
本
的
見
直
し
、
介
護
職
の
処

遇
改
善
、
学
習
支
援
の
拡
充
と
教

育
機
会
の
平
等
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

大

森

大

（
日
本
維
新
の
会
）

子
ど
も
食
堂
の
補
助
制
度
を
問
う

【
質

問
】
現
在
の
補
助
の
あ
り

方
は
、
結
果
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
化
を

招
く
。
開
催
回
数
に
応
じ
て
予
算

が
増
え
る
よ
う
、
ま
た
、
人
に
予

算
を
付
け
ら
れ
る
よ
う
検
討
を
。

【
区

長
】
国
や
都
の
制
度
や
他

自
治
体
の
状
況
を
踏
ま
え
、
補
助

の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
受
給
者
に
対
す
る
援

助
方
針
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
支

援
は
ど
の
程
度
含
ま
れ
て
い
る
か
。

【
区

長
】
現
状
は
多
く
な
い
が
、

今
後
、
地
域
資
源
の
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ

い
て
問
う

【
質

問
】
地
域
保
健
福
祉
計
画

2
0
3
0
で
は
、
断
ら
な
い
相
談

支
援
と
常
設
の
多
世
代
共
生
型
の

居
場
所
整
備
を
取
り
上
げ
る
べ
き
。

【
区

長
】
次
期
地
域
保
健
福
祉

計
画
に
は
、
重
層
的
支
援
体
制
整

備
事
業
実
施
計
画
を
包
含
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
包
括
的
相
談
支
援

事
業
や
地
域
づ
く
り
事
業
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
高
島
平
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
移
転
に
お
け
る
地
域

交
流
拠
点
の
整
備
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

井

上

温

子

（
い
た
ば
し
未
来
）

多
文
化
共
生
に
関
す
る
区
の
姿
勢

に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
外
国
人
に
よ
る
規
律

違
反
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
規
律

な
ど
を
守
る
姿
勢
を
行
政
計
画
に

示
し
、
外
国
人
の
マ
ナ
ー
向
上
を

め
ざ
す
べ
き
。

【
区

長
】
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
進
め
て
お
り
、
外
国
籍
の

住
民
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
学
校
な
ど
に
お
い
て

特
定
性
犯
罪
前
科
の
確
認
が
法
定

化
さ
れ
る
。
区
立
小
中
学
校
に
お

け
る
活
用
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
教
職
員
に
よ
る
性
暴

力
の
撲
滅
に
向
け
て
、
法
律
の
運

用
に
係
る
準
備
を
進
め
て
お
り
、

国
や
都
の
動
向
を
う
か
が
い
な
が

ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

【
質

問
】
印
鑑
証
明
書
な
ど
の

発
行
に
お
い
て
、
本
人
確
認
が
甘

い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
本
人
確
認

の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
印
鑑
証
明
書
の
発
行

は
、
窓
口
に
印
鑑
登
録
証
を
持
参

し
て
も
ら
い
、
端
末
に
表
示
さ
れ

た
情
報
を
基
に
、
目
視
に
よ
り
本

人
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

【
質

問
】
証
明
書
の
発
行
に
お

け
る
な
り
す
ま
し
防
止
に
は
、
本

人
確
認
の
厳
格
化
が
求
め
ら
れ
る
。

ス
マ
ホ
用
電
子
証
明
書
搭
載
サ
ー

ビ
ス
を
活
用
し
た
本
人
確
認
な
ど

の
検
討
状
況
を
伺
う
。

【
区

長
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
本
人
確

認
が
確
実
に
な
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
窓
口
に
お
け
る
読

み
取
り
機
器
の
導
入
を
検
討
す
る
。

お
く
や
み
相
談
の
機
能
強
化
を

【
質

問
】
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
、
行
政
書
士
を
活
用
し

た
相
談
を
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
行
政
書
士
な
ど
の
有

資
格
者
は
、
遺
産
分
割
協
議
や
相

続
手
続
き
に
専
門
的
な
知
見
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
当
面

は
区
の
職
員
で
実
施
す
る
が
、
行

政
書
士
な
ど
の
有
資
格
者
の
活
用

は
、
引
き
続
き
の
課
題
と
す
る
。

管
轄
違
い
ナ
ン
バ
ー
対
策
を
問
う

【
質

問
】
引
っ
越
し
な
ど
で
管

轄
地
域
が
変
わ
る
際
は
、
車
の
移

転
登
録
が
必
要
で
あ
る
。
法
令
違

反
の
防
止
と
税
収
確
保
の
た
め
、

さ
ら
な
る
広
報
を
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
軽
自
動
車
税
納
入
通

知
書
に
案
内
を
同
封
す
る
な
ど
し

て
お
り
、
引
き
続
き
該
当
者
に
伝

わ
る
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
板
橋
区
ブ
ラ
ン

ド
戦
略
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

長

瀬

達

也

（
自
民
党
）

感
覚
に
関
す
る
行
政
施
策
を
問
う

【
質

問
】
聴
覚
障
が
い
に
対
す

る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
は
、
自

分
の
聴
力
を
知
る
機
会
も
必
要
で

あ
る
。
区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、

オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
ー
を
使
用
し
た

聴
力
測
定
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
。

【
区

長
】
外
部
か
ら
の
音
が
遮

断
さ
れ
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必

要
で
あ
り
、
オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
ー

の
配
置
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

今
後
の
課
題
と
し
て
研
究
す
る
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
障
が
い
児
の
保
護
者

に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
強
化

を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
重
症
心
身
障
が
い
児

等
家
族
支
援
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
自
宅
に
看
護
師
を
派
遣
し
て
、

家
族
を
支
援
し
て
い
る
。
今
後
も

利
用
者
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

就
労
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

教
育
施
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
親
自
身
が
学
び
育
つ

機
会
を
持
つ
こ
と
が
、
子
ど
も
の

非
認
知
能
力
や
学
習
意
欲
の
向
上

に
寄
与
す
る
。
親
の
学
び
の
場
を

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の
か
。

【
教
育
長
】
家
庭
教
育
を
支
援
す

る
取
組
み
と
し
て
、
専
門
家
に
よ

る
子
育
て
講
座
の
動
画
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
。

【
質

問
】
中
学
生
を
対
象
に
、

フ
レ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
の
夜
間
の
通

級
を
実
施
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
夜
間
に
対
応
で
き
る

人
材
の
増
強
や
通
級
の
際
の
安
全

確
保
な
ど
の
運
営
上
の
課
題
が
あ

る
。
今
後
も
、
他
自
治
体
の
適
応

指
導
教
室
の
運
営
方
法
な
ど
の
動

向
を
注
視
し
、
適
切
な
支
援
が
で

き
る
よ
う
研
究
し
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
水
害
時
、
車
両
に
よ

る
高
台
へ
の
一
斉
避
難
は
、
路
上

ま
ん

駐
車
の
蔓
延
に
よ
る
二
次
被
害
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
高
台
側

の
交
通
の
逃
げ
道
の
確
保
な
ど
、

二
次
被
害
を
防
ぐ
水
害
交
通
政
策

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
水
害
時
の
車
両
避
難

は
、
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
と

な
る
ほ
か
、
渋
滞
や
事
故
の
発
生

な
ど
の
危
険
が
あ
り
、
基
本
的
に

徒
歩
で
の
避
難
を
推
奨
し
て
い
る
。

【
質

問
】
避
難
所
に
お
い
て
、

避
難
者
と
ペ
ッ
ト
の
動
線
が
分
か

れ
て
い
な
い
。
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
方
へ
の
配
慮
と
対
策
を
。

【
区

長
】
ペ
ッ
ト
災
害
対
策
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
各
避
難
所

運
営
協
議
会
で
ペ
ッ
ト
避
難
の
配

慮
事
項
を
徹
底
し
、
安
心
・
安
全

な
避
難
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
避

難
所
運
営
を
推
進
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
地
域
課
題
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

間
中
り
ん
ぺ
い

（
自
民
党
）

上
板
橋
駅
南
口
駅
前
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
東
地
区
の
工
事
進
展

に
伴
い
動
線
が
変
わ
り
、
影
響
を

受
け
る
店
舗
が
あ
る
。
変
化
に
対

応
す
る
た
め
の
具
体
的
な
対
策
は
。

う

【
区

長
】
迂
回
先
の
店
舗
の
案

内
看
板
の
設
置
や
関
係
者
の
積
極

的
な
地
元
店
舗
の
利
用
な
ど
に
よ

り
支
援
し
て
き
た
。
今
後
も
、
と

り
う
る
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
旧
板
橋
四
中
の
跡
地

活
用
に
つ
い
て
、
多
目
的
広
場
と

し
て
利
用
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
寄
与
す
る
施
設
と
す
べ
き
。

【
区

長
】
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の

寄
与
の
視
点
を
持
っ
て
、
競
技
利
し
つ
ら

用
に
必
要
な
広
さ
や
機
能
、
設
え

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
複
合
施

設
内
へ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
機
能
な

ど
も
検
討
し
て
い
る
。

【
質

問
】
公
共
工
事
に
お
け
る

前
払
金
の
上
限
額
引
上
げ
や
撤
廃

は
、
入
札
制
度
の
円
滑
な
運
営
の

一
助
に
な
る
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
8
年
度
か
ら
、
前
払

金
及
び
中
間
前
払
金
の
増
額
を
予

定
し
て
お
り
、
物
価
上
昇
な
ど
の

状
況
変
化
を
鑑
み
な
が
ら
、
工
事

が
着
実
に
施
工
さ
れ
る
よ
う
、
制

度
を
運
用
し
て
い
く
。

地
域
課
題
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
筑
波
大
学
職
員
宿
舎

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
、
住
民
意

見
を
反
映
し
た
区
の
要
望
を
ど
の

よ
う
に
盛
り
込
み
、
進
め
て
い
く

の
か
伺
う
。

【
区

長
】
地
域
の
歴
史
・
文
化

・
自
然
を
生
か
し
た
地
域
活
力
の

向
上
に
寄
与
す
る
計
画
と
な
る
よ

う
要
望
し
、
進
捗
状
況
に
合
わ
せ

た
地
域
へ
の
情
報
提
供
な
ど
の
丁

寧
な
配
慮
を
引
き
続
き
求
め
る
。

【
質

問
】
旧
中
央
図
書
館
は
、

雑
草
が
繁
茂
し
、
動
物
が
住
み
着

く
な
ど
影
響
が
出
て
い
る
。
環
境

の
改
善
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
早
急
に
対
応
し
、
適

切
な
管
理
保
全
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
と
き
わ
台
駅
北
口
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
地
域
住
民
に

と
っ
て
愛
着
の
あ
る
場
所
で
あ
り
、

貴
重
な
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
る

場
所
で
も
あ
る
。
将
来
に
向
け
た

あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

【
区

長
】
と
き
わ
台
駅
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
は
、
北
口
駅
前

広
場
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
な
ど
、

将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て

い
る
。
区
と
し
て
は
、
と
き
わ
台

の
歴
史
性
を
踏
ま
え
、
緑
豊
か
で

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
広
場
と
な
る
よ

う
、
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
財
政
運
営
、
外

国
人
の
増
加
に
と
も
な
う
区
政
課

題
、
教
育
環
境
の
整
備
、
都
市
基

盤
、
防
災
、
区
民
生
活
に
お
け
る

行
政
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

中
村
と
ら
あ
き

（
自
民
党
）

一
般
質
問
11月26日
11月27日
本会議
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歯
科
健
診
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
医
療
的
ケ
ア
児
が
法

定
歯
科
健
診
を
受
け
ら
れ
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
る
。
訪
問
や
個
別
対
応

な
ど
に
よ
り
、
す
べ
て
の
子
ど
も

が
等
し
く
健
診
を
受
け
ら
れ
る
体

制
づ
く
り
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
歯
科
医
師
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
・
協

議
を
し
な
が
ら
、
誰
も
が
等
し
く

受
け
ら
れ
る
乳
幼
児
健
康
診
査
を

め
ざ
し
、
検
討
を
深
め
て
い
く
。

運
動
施
設
の
利
便
性
向
上
を
問
う

【
質

問
】
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の

機
会
を
増
や
す
た
め
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
夏
季
利
用
時
間
の
延
長
を

検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
8
年
度
は
、
新
河
岸

庭
球
場
・
東
板
橋
庭
球
場
・
徳
丸

ヶ
原
庭
球
場
で
は
、
夏
の
期
間
、

1
時
間
利
用
時
間
の
延
長
を
行
う
。

【
質

問
】
上
板
橋
体
育
館
の
ト

イ
レ
に
つ
い
て
、
施
設
の
利
用
状

況
を
鑑
み
、
大
規
模
改
修
を
待
た

ず
早
期
に
洋
式
化
を
進
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
今
後
、
緊
急
性
や
他

の
施
設
と
の
優
先
順
位
を
考
慮
し

な
が
ら
、
全
面
洋
式
化
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

学
習
障
が
い
に
つ
い
て
問
う

ミ

ム

【
質

問
】
Ｍ
Ｉ
Ｍ
（
多
層
指
導

モ
デ
ル
）
に
お
け
る
2
ｎ
ｄ
・
3

ｒ
ｄ
ス
テ
ー
ジ
に
該
当
す
る
児
童

へ
の
支
援
を
全
校
で
展
開
し
て
い

く
た
め
、
ど
の
よ
う
に
体
制
整
備

な
ど
を
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
教
育
長
】
通
常
の
学
級
に
お
い

て
は
、
学
力
向
上
専
門
員
な
ど
の

活
用
に
よ
り
、
小
集
団
・
個
別
支

援
を
行
う
機
会
を
確
保
し
て
い
る
。

優
れ
た
実
践
事
例
を
収
集
し
、
各

校
へ
助
言
し
て
い
く
。

修
学
旅
行
費
の
助
成
を
問
う

【
質

問
】
す
べ
て
の
子
ど
も
に

平
等
な
学
習
機
会
を
保
障
す
る
観

点
か
ら
、
全
額
助
成
の
実
現
を
。

【
教
育
長
】
引
き
続
き
、
教
育
施

策
に
お
け
る
保
護
者
負
担
の
あ
り

方
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
制
度
設
計

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
志
村
三
丁
目
駅
に
あ

る
自
転
車
駐
車
場
に
つ
い
て
、
屋

根
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

あ
る
が
、
見
解
は
。

【
区

長
】
志
村
三
丁
目
駅
周
辺

で
は
、
定
期
利
用
の
キ
ャ
ン
セ
ル

待
ち
が
500
台
以
上
あ
る
こ
と
か
ら
、

収
容
台
数
の
確
保
を
優
先
と
し
て

お
り
、
今
の
と
こ
ろ
屋
根
の
設
置

は
検
討
し
て
い
な
い
。

※
以
上
の
ほ
か
、
板
橋
区
政
運
営
、

選
挙
の
公
平
性
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

山
田
た
か
ゆ
き

（
自
民
党
）

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
本
庁
舎
3
階
の
赤
ち

ゃ
ん
の
駅
の
授
乳
室
に
、
鍵
付
き

の
扉
を
設
置
し
た
こ
と
を
評
価
す

る
。
そ
の
他
の
区
施
設
の
赤
ち
ゃ

ん
の
駅
も
改
善
す
べ
き
。

【
区

長
】
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

施
設
の
大
規
模
改
修
な
ど
の
機
会

を
捉
え
、
必
要
に
応
じ
て
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
成
増
北
第
一
公
園
で

「
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
エ
リ
ア
」

の
試
験
設
置
を
開
始
し
た
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
方
策
で
ボ
ー
ル
遊

び
の
ル
ー
ル
緩
和
を
拡
大
し
て
い

く
の
か
。

【
区

長
】
7
年
度
に
区
の
南
部

の
公
園
1
か
所
に
も
試
験
設
置
し
、

8
年
度
か
ら
は
、
試
験
結
果
を
踏

ま
え
、
他
の
公
園
で
も
試
験
設
置

を
進
め
て
い
く
。

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど

へ
の
支
援
と
し
て
、
地
域
セ
ン
タ

ー
や
集
会
所
な
ど
に
備
品
保
管
用

の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
を
。

【
区

長
】
設
置
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

課
題
が
多
く
考
え
ら
れ
る
た
め
直

ち
に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

【
質

問
】
り
ん
り
ん
Ｇ
Ｏ
の
自

動
運
転
バ
ス
導
入
に
向
け
て
、
国

際
興
業
バ
ス
と
の
協
議
の
拡
充
や

支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
。

【
区

長
】
自
動
運
転
の
導
入
に

は
バ
ス
事
業
者
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
協
議
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
支
援
策
に
つ
い
て
他
自

治
体
の
事
例
調
査
を
進
め
て
い
く
。

自
転
車
活
用
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
幅
広
い
年
齢
層
を
対

象
と
し
た
自
転
車
走
行
ル
ー
ル
の

講
習
会
を
開
催
す
べ
き
。

【
区

長
】
一
般
区
民
向
け
の
講

習
会
の
試
行
的
な
開
催
を
検
討
し

て
お
り
、
8
年
3
月
に
警
察
官
を

講
師
と
し
て
、
自
転
車
走
行
ル
ー

ル
な
ど
の
講
義
を
予
定
し
て
い
る
。

ご
み
資
源
回
収
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ
る

集
積
所
の
ご
み
散
乱
被
害
防
止
策

と
し
て
、
フ
ァ
ス
ナ
ー
付
き
や
蓋

が
閉
ま
る
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
導
入
を
。

【
区

長
】
導
入
に
は
、
課
題
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
他

自
治
体
の
事
例
を
踏
ま
え
、
導
入

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

公
契
約
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
指
定
管
理
者
制
度
に

お
け
る
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、

賃
金
上
昇
な
ど
の
コ
ス
ト
変
動
に

柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
指
定
期

間
の
中
間
年
だ
け
で
な
く
、
毎
年

見
直
し
の
機
会
を
設
け
る
べ
き
。

【
区

長
】
全
国
的
な
人
件
費
上

昇
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
す
対
応
と
し
た
。
制
度
の
趣
旨

の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

【
質

問
】
過
度
な
価
格
競
争
に

よ
る
品
質
低
下
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、

対
象
外
と
な
っ
て
い
る
委
託
契
約

に
も
低
入
札
価
格
調
査
制
度
・
最

低
制
限
価
格
制
度
を
導
入
す
べ
き
。

【
区

長
】
両
制
度
の
導
入
に
向

け
た
課
題
整
理
や
条
件
整
備
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
道
路
や
公
園
な

ど
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た

実
正
や
す
ゆ
き

（
公
明
党
）

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
問
う

【
質

問
】
行
政
手
続
き
の
100
％

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
早
期
実
現
を
。

【
区

長
】
法
令
改
正
が
必
要
な

も
の
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
き

な
い
手
続
き
を
除
き
、
申
請
件
数

の
多
い
も
の
か
ら
取
り
組
む
戦
略

を
定
め
、
早
期
の
完
全
オ
ン
ラ
イ

ン
化
に
向
け
施
策
を
展
開
す
る
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
中
小
企
業
へ
の
支
援

と
し
て
、
経
営
相
談
に
お
い
て
、

Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
の
導
入
に
関
す
る
支

援
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
明
示
す
べ
き
。

【
区

長
】
支
援
を
必
要
と
す
る

事
業
者
が
適
確
に
情
報
を
得
ら
れ

る
よ
う
、
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
や
社

会
情
勢
を
捉
え
、
最
適
な
支
援
内

容
を
表
示
し
て
い
く
。

【
質

問
】
区
民
生
活
へ
の
支
援

と
し
て
、
重
点
支
援
地
方
交
付
金

の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
た
区

独
自
の
事
業
展
開
の
検
討
を
。

【
区

長
】
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
時
勢
に
応
じ
た

新
た
な
区
独
自
の
施
策
も
あ
わ
せ

て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
あ
い
キ
ッ
ズ
に
お
い

て
も
、
自
然
災
害
な
ど
に
対
応
す

る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
急
務
と
考
え

る
。
事
業
者
に
対
し
、
年
内
に
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
ひ
な
形
を
提
示
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
事
業
者
か
ら
Ｂ
Ｃ
Ｐ

策
定
の
支
援
を
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
改
め
て
国
が
作
成
し
た
Ｂ

Ｃ
Ｐ
の
ひ
な
形
や
他
施
設
の
策
定

事
例
を
、
年
内
に
も
参
考
に
提
示

す
る
予
定
で
あ
る
。

【
質

問
】
避
難
所
の
ス
ム
ー
ズ

な
受
入
体
制
を
つ
く
る
た
め
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
の
活
用
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
避
難
所
運
営
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
受
付
業
務
の

迅
速
化
や
避
難
者
情
報
の
共
有
が

可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
導
入
に

向
け
今
後
検
討
を
進
め
て
い
く
。

不
登
校
対
策
と
支
援
を
問
う

【
質

問
】
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
健
康
診
断
未
受
診
を
把
握
し
て

い
る
の
か
。
学
校
医
以
外
の
診
療

所
で
も
受
診
で
き
る
こ
と
を
説
明

し
、
周
知
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
学
校
で
定
期
的
に
実

施
す
る
各
種
健
診
の
未
受
診
者
は
、

不
登
校
な
ど
の
理
由
に
関
わ
ら
ず

各
学
校
で
把
握
し
て
い
る
。
未
受

診
者
は
、
他
校
の
学
校
医
や
そ
の

他
医
療
機
関
に
お
け
る
個
別
健
診

で
も
受
診
で
き
、
そ
の
旨
を
別
途

通
知
し
て
い
る
。

上
板
橋
駅
南
口
駅
前
広
場
の
整
備

に
つ
い
て
問
うう

【
質

問
】
迂
回
路
の
途
中
に
、

「
7
の
ひ
ろ
ば
」
と
称
す
る
臨
時

の
広
場
が
あ
る
。
駅
前
商
店
全
体

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
今
後
、

広
場
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
。

【
区

長
】
商
店
街
の
方
々
に
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
に
ぎ
わ

い
や
人
の
流
れ
を
生
み
出
せ
る
可

能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

適
切
な
仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、

組
合
に
働
き
か
け
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
障
が
い
者
支
援
、

平
和
事
業
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た

寺
田
ひ
ろ
し

（
公
明
党
）

経
済
対
策
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
物
価
高
対
策
と
し
て
、

お
こ
め
券
な
ど
の
直
接
給
付
を
行

う
予
定
は
あ
る
の
か
。

【
区

長
】
生
活
支
援
と
し
て
の

効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、
相
応
の

準
備
期
間
や
事
務
費
を
要
す
る
た

め
、
直
接
給
付
に
限
ら
な
い
物
価

高
対
策
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

住
ま
い
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
規

模
修
繕
工
事
に
お
け
る
談
合
に
つ

い
て
、
少
な
く
と
も
管
理
計
画
認

定
制
度
の
認
定
を
取
得
し
た
マ
ン

シ
ョ
ン
に
対
し
、
個
別
に
情
報
提

供
を
行
う
べ
き
。

【
区

長
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲

載
や
、
認
定
を
取
得
し
た
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
組
合
へ
の
個
別
案
内
な

ど
、
さ
ら
な
る
注
意
喚
起
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

【
質

問
】
い
わ
ゆ
る
「
ご
み
屋

敷
」
は
、
様
々
な
要
因
が
複
合
的

に
絡
み
合
っ
て
い
る
。
相
談
窓
口

の
設
置
や
組
織
横
断
的
な
ケ
ー
ス

会
議
を
定
期
的
に
設
け
る
な
ど
の

対
策
を
講
じ
る
べ
き
。

【
区

長
】
専
用
の
相
談
窓
口
に

よ
ら
ず
、
把
握
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
環
境
・
保
健
衛
生
・
福
祉

な
ど
の
部
署
が
連
携
体
制
を
取
り
、

支
援
に
あ
た
っ
て
い
く
。

メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
問
う

【
質

問
】
区
職
員
の
メ
デ
ィ
ア

・
リ
テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
日
々
の
職
務
や
Ｏ
Ｊ

Ｔ
、
研
修
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、

情
報
整
理
や
伝
達
ス
キ
ル
の
向
上

を
図
っ
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
学
校
運
営
が
校
長
の

資
質
な
ど
に
左
右
さ
れ
て
い
る
現

状
か
ら
、
校
長
の
権
限
に
対
す
る

対
策
が
必
要
と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
教
育
長
】
学
校
や
保
護
者
、
地

域
が
協
力
し
て
、
よ
り
良
い
教
育

活
動
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
各
学

校
の
学
校
経
営
を
支
援
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
歩
き
ス
マ
ホ
・

自
転
車
道
路
整
備
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

高
島
平
の
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

【
質

問
】
マ
ネ
ー
ポ
ス
ト
Ｗ
Ｅ

Ｂ
に
お
い
て
、
高
島
平
駅
は
「
衰

退
す
る
駅
ワ
ー
ス
ト
1
位
」
と
い

う
評
価
を
受
け
た
。
こ
の
汚
名
を

払
拭
す
る
べ
く
、
ま
ち
づ
く
り
を

お
ば
た
健
太
郎

中
妻
じ
ょ
う
た

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

（
8
面
に
続
く
）

本庁舎３階の赤ちゃんの駅
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（
7
面
か
ら
続
く
）

全
力
・
全
速
で
進
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
交
流
核
の
形
成
を
早

期
に
実
現
し
、
そ
の
効
果
を
地
域

全
体
に
波
及
さ
せ
る
た
め
に
も
、

区
が
主
導
的
な
役
割
を
担
い
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

【
質

問
】
既
存
住
民
一
代
に
限

り
、
現
行
水
準
に
プ
ラ
ス
ア
ル
フ

ァ
程
度
の
家
賃
で
、
旧
高
島
七
小

跡
地
に
お
け
る
新
棟
に
住
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
区
と
Ｕ
Ｒ
が
共

同
し
て
補
助
制
度
を
整
備
す
べ
き
。

【
区

長
】
建
替
え
に
伴
い
、
入

居
を
希
望
す
る
方
が
可
能
な
限
り

居
住
で
き
る
環
境
を
整
え
る
よ
う
、

Ｕ
Ｒ
に
対
し
て
働
き
か
け
て
い
く
。

【
質

問
】
歩
行
者
の
安
全
確
保

と
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
高
島
平
三
丁

目
団
地
ま
で
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ

ッ
キ
を
接
続
す
べ
き
。

【
区

長
】
将
来
的
に
は
交
流
核

周
辺
へ
の
拡
張
も
視
野
に
入
れ
つ

つ
、
整
備
費
や
維
持
管
理
費
な
ど

の
負
担
が
過
大
と
な
ら
ぬ
よ
う
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
質

問
】
西
高
島
平
駅
周
辺
に

つ
い
て
、
都
や
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
対
し
、
住
民
も
使
え
る
物

流
施
設
と
し
て
の
再
整
備
を
強
く

要
望
す
べ
き
。

【
区

長
】
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
、
地
域
に
開
か
れ
た
物

流
施
設
と
な
る
よ
う
、
都
や
関
係

事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

教
育
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
教
育
費
に
お
け
る
超

過
負
担
の
増
加
に
つ
い
て
、
国
に

対
し
て
是
正
を
求
め
る
べ
き
。

【
教
育
長
】
国
が
補
助
す
べ
き
も

の
で
あ
り
、
特
別
区
長
会
な
ど
を

通
し
て
、
要
望
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
こ
れ
か
ら
の
板

橋
区
の
あ
り
方
、
小
規
模
保
育
園

へ
公
平
感
あ
る
補
助
を
、
小
豆
沢

体
育
館
の
確
実
な
整
備
を
、
板
橋

区
の
農
業
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ

た

非
核
三
原
則
の
堅
持
を
問
う

【
質

問
】
高
市
首
相
の
非
核
三

原
則
を
見
直
す
方
針
は
、
板
橋
区

平
和
都
市
宣
言
と
は
相
い
れ
な
い

と
考
え
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
平
和
都
市
宣
言
を
行

っ
た
都
市
と
し
て
、
非
核
三
原
則

の
堅
持
が
我
が
国
の
平
和
の
基
盤

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
る
。

8
年
度
予
算
編
成
と
基
本
計
画
に

つ
い
て
問
う

【
質

問
】
物
価
高
騰
対
策
と
し

て
、
い
た
ば
し
Ｐ
ａ
ｙ
が
使
え
な

い
方
に
届
く
経
済
的
支
援
の
実
施

を
求
め
る
。
見
解
は
。

【
区

長
】
い
た
ば
し
Ｐ
ａ
ｙ
の

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
だ
け
で
な
く
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す

る
な
ど
、
区
民
生
活
の
支
援
と
商

店
街
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
後
も
、
幅
広
く
事
業
を
展
開
し
、

区
民
生
活
を
支
援
し
て
い
く
。

【
質

問
】
大
山
・
板
橋
地
域
で

は
再
開
発
に
よ
る
立
ち
退
き
相
談

が
増
え
、
高
島
平
で
は
Ｕ
Ｒ
の
建

替
え
に
よ
り
家
賃
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
る
。
区
が
推
進
し
て
き
た
再

開
発
が
住
民
を
追
い
出
す
結
果
を

生
ん
で
い
る
が
、
認
識
は
。

【
区

長
】
各
事
業
主
体
は
、
居

住
者
に
対
し
、
生
活
再
建
の
た
め

複
数
の
選
択
肢
を
示
し
、
合
意
形

成
を
図
っ
て
い
る
。
区
は
、
居
住

者
の
生
活
の
継
続
性
や
居
住
の
安

定
に
資
す
る
よ
う
、
各
事
業
主
体

と
連
携
し
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
て

【
質

問
】
学
校
図
書
館
の
充
実

の
た
め
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
に

学
校
司
書
を
週
5
日
配
置
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
適
切
な
配
置
日
数
を

検
討
し
、
よ
り
費
用
対
効
果
が
高

い
制
度
設
計
を
め
ざ
し
て
い
く
。

【
質

問
】
日
本
語
学
級
を
高
島

二
小
と
高
島
二
中
に
整
備
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
現
在
、
日
本
語
学
級

や
日
本
語
学
習
初
期
支
援
事
業
の

拡
充
を
検
討
し
て
お
り
、
適
切
な

支
援
策
を
講
じ
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
１８
歳
ま
で
の
不

登
校
支
援
と
成
人
期
へ
の
つ
な
ぎ
、

危
険
な
が
け
地
対
策
に
つ
い
て
質

問
が
あ
っ
た

い
わ
い
桐
子

（
共
産
党
）

医
療
・
介
護
の
改
悪
を
許
さ
ず
、

区
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

【
質

問
】
8
・
9
年
度
の
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
が
引
き
上
が

ら
な
い
よ
う
対
策
す
べ
き
。

【
区

長
】
保
険
者
で
あ
る
都
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
慎
重

に
検
討
し
て
い
る
。
区
と
し
て
も

丁
寧
な
説
明
に
努
め
て
い
く
。

【
質

問
】
他
区
の
よ
う
に
、
高

齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
無
料
化
を
進
め
る
べ
き
。

【
区

長
】
助
成
を
し
て
い
る
予

防
接
種
は
複
数
あ
り
、
無
料
に
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

エ
ア
コ
ン
設
置
助
成
の
継
続
と
対

象
拡
大
を

【
質

問
】
期
間
を
限
定
せ
ず
、

対
象
を
障
が
い
者
、
低
所
得
者
な

ど
に
広
げ
て
、
再
度
実
施
す
べ
き
。

【
区

長
】
現
時
点
で
は
継
続
す

る
予
定
は
な
い
が
、
国
や
都
の
動

向
な
ど
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
。

公
衆
浴
場
を
減
ら
さ
ず
、
増
や
す

支
援
を

【
質

問
】
入
浴
回
数
の
増
加
や

対
象
年
齢
の
引
下
げ
な
ど
、
敬
老

入
浴
事
業
の
利
用
拡
大
を
。

【
区

長
】
利
用
率
は
例
年
、
交

付
枚
数
の
75
％
前
後
で
推
移
し
て

お
り
、
直
ち
に
利
用
枚
数
を
拡
大

す
る
状
況
に
は
な
い
が
、
今
後
の

制
度
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

水
久
保
公
園
内
集
会
所
を
問
う

【
質

問
】
既
存
不
適
格
を
理
由

に
老
朽
化
が
放
置
さ
れ
て
い
る
が
、

利
用
が
あ
る
た
め
改
修
す
べ
き
。

【
区

長
】
構
造
的
な
整
備
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
現
在
、

安
全
性
や
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
対
応
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も

使
い
や
す
い
環
境
を
維
持
で
き
る

よ
う
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
在
留
外
国
人
の

命
を
守
る
た
め
に
、
上
板
橋
駅
南

口
商
店
街
へ
の
支
援
を
、
あ
い
キ

ッ
ズ
室
な
ど
に
お
け
る
「
小
学
生

の
朝
の
居
場
所
」「
不
登
校
児
等

の
居
場
所
」
事
業
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た

小
林
お
と
み

（
共
産
党
）

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

●会議は原則として午前10時に開会予定です（議会運営
委員会は午後1時から）。日時は変更となる場合があ
ります。

●手話通訳は希望日の7日前、一時保育は希望日の10日
前、ヒアリングループ（磁気誘導ループ）の利用（委
員会室のみ）は希望日の3日前（土日祝日を除く）ま
でにお申し込みください。

●本定例会中に審査を希望される請願・陳情につきまし
ては、2月4日（水）午後3時までにご提出ください。

●本会議及び予算審査特別委員会（総括質問）の様子は、
インターネットでライブ中継及び録画配信を行います。
ホームページよりご覧ください。

板橋区議会基本条例の検証を行いました
議会基本条例の目的及び原則などに則して議会運営が

行われているかどうかの検証を行いました。
集中的・継続的に議論を進めるため、議会基本条例検証

作業部会を設置し、各会派から提出された課題について
検証を行い、課題解決に向け活発な議論が行われました。
検証結果は、ホームページに掲載してい

ます。なお、「第12条 議会報告会」につ
いては、議会運営委員会において議論を継
続しています。

お知らせ（議員の所属会派に変更がありました）

令和7年12月15日付けで、大森大議員は「日本維
新の会板橋区議会議員団」から無所属議員になりま
した。

令和8年第1回定例会の開会予定

2月5日（木） 告示、議会運営委員会

2月13日（金） 本会議（一般質問）、予算審査特別委員会

2月16日（月）
企画総務委員会、区民環境委員会、健康福祉委員会

予算審査特別委員会（企画総務・区民環境・健康福祉分科会）

2月17日（火）
都市建設委員会、文教児童委員会

予算審査特別委員会（都市建設・文教児童分科会）

2月19日（木） 議会運営委員会

2月20日（金） DX推進調査特別委員会、孤独・孤立対策調査特別委員会

2月24日（火） 災害対策調査特別委員会、文化芸術・多文化共生推進調査特別委員会

2月26日（木） 予算審査特別委員会（補正予算に対する総括質問）

2月27日（金） 議会運営委員会

3月2日（月） 本会議（区長による施政方針説明）

3月5日（木） 本会議（代表質問）

3月9日（月） 予算審査特別委員会（企画総務・区民環境・健康福祉分科会）

3月10日（火） 予算審査特別委員会（都市建設・文教児童分科会）

3月16日（月）

予算審査特別委員会（当初予算に対する総括質問）3月17日（火）

3月18日（水）

3月23日（月） 議会運営委員会

3月24日（火） 本会議
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